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　　　　は　じ　め　に

　ペスタロツチ（丁．H．Pesta1ozzi．1746－1828）

の生きた時代のヨーロッパは激動期にあつた。

かれの祖国スイスにおいても、ヵントン（Ka－

nωn州）により統治形態の相違はあつてもひと

しく一部特権階級が政治権力を掌握し、民衆は

重税と圧政に苦しめられていた。また当時は産

業革命の勃興期でもあり、都市の商工業発達に

ともなう資本の都市への集申化は、農民を隷農

の境地へ追い込み、多くの農民は工場へと吸牧

されていつた。このような状況のなかで貧困

と圧追にあえぐ民衆は各地で暴動を起こして

おり・フランス革命の影響により179宇年にはス

イス革命がなされた。ペスタロツチの生涯にわ

たる豊富な活動もこのような民衆の妓済と社会

の改善を求めたものであることはいうまでもな

い。そのためかれは時としては貧児や孤児を集

めて学園を開き、その教育にあたり、時として

は文筆活動により民衆の啓蒙をめざし、さらに

は当時の為政者たちに民衆のための政治を説い

た。しかも、かれが偉大な教育者として・近代

教育学を築いた一人の先駆者として後世に知ら

れているように、根源においてかれの活動は民

衆の教化にあり、それによりかれは民衆に自己

救済への遣を開こうとしたといつてよい。かれ

が為政者に民衆への愛を求めるとき、それはま

すなによりも民衆の教化を意味す羊のである・

したがつて国民教育の実現はかれの絡隼の課題

であつたといつても過言ではない。

　それをいま十分論じる余裕はないので、わた

くしは上のような観点に立つてペスタロッチの

後年の代表作「わが時代とわが祖国の純真な、

真面目な、高潔なひとびとに訴える」“An　d1e

Unschu工d。，den　Emst　und　d．en　Ed，elmUt　mein－

es　Ze1talters　und．㎜e皿es　Vater1andes　（1815）

（以後「純真者に訴える」と略す）により、か

れの思想の本質をあきらかにしたい。なぜなら、

この著作は混乱した時代杜会への発言であり・

また本書成立までの長年にわたる思索と実践に

より、かれの思想は十分威熟しており、それが

こ・こに結晶されているからである。そこでわた

くしはかれの前半生の代表作に示された諾思想

をふりかえりつ」、この「純真者に訴える」を

中心にしてかれの国民教育論について考察を試

みたい二

　第一章時代の問題
　フ、ランス革命という劃期的な大変革に直面し・

その原因を探究しだペスタロソチは、「然りか

否か」“Ja　oder　Nein？”　（／793）において・

「あらゆる可能な政治形態のうちに専制政治へ

の傾向がある」（V．S．317）とのべているが、皮
　　　　　　桂1
肉にもそのことばをうらがきするかのように、

革命後の混乱はやがてフランスに専制政治をも

たらした。ナポレオン・ボ1ナパルト（Napoleon

Bonapa・崎1769－821）が総裁政治を倒して第

一統領の位につき（1798）、　さらに1804年には

皇帝に即位してあらたなる彊力な專制政治を推

進したのである。かれは周知のように国内から

その勢力をヨー口’ツパ大陸に按大し、1810年ご

ろにはナポレォン帝国は隆盛をきわめた。

　しかし、イギリスに対する大陸封鎖令を徹底

させるべくロシアに遠征したのが失敗に終り

（1812）、続いてライプチヒの大会戦で敗北に

あい（1813）、ついに1814年には退位のやむな

きにいたつた。その結果、フランス革命やナポ

レオン解放戦争の産物である自由主義、国民主
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義の精神を否定し、革命前の絶対主義体制を復

旧維持しようとする保守反動主義がいつそう強

大になり、ウイー一ン会議（W1ene・ko㎎・ess．18

14－18155もまたこのよドうない．わゆ宕：．「正統主

琴」・め原貝咋軸れたも咋あつたll

　こうし牟ヨ。一ロツパ帯国g勲向峠フ？ンスと

ドイ．ツに隣接するスィ．ろに玲木，きな畢響を与え

た。スイス革命により憲法や諸制度も．フランス

化されていたスイスにおいても、ナポレォンの

失榊〔より反動勢力が容易に隣利をえたρ干あ

る。革命がもたらしたすべてのものを憎悪軽蔑

していたスイ．ス，σ）反動派は、すでに消え去つた

自已の過課を忘れ、それだけにいつそ’う、一’美化

された古い時代を．再現したいという欲望に燃え

たち、音のスイ、メ連盟を先全な形で、すなわち

同盟地方と従属地方という関係セ再興しようと

企てた。他方この特権貴族的カントンに反対し

た新’興のカントツは．く一武力によつて自己の独立

を擁護する用意のあることを示しく’内戦の危機

さえみられた。こ二れはロシァ皇帝アレキサ・ング

」一世（A1exander　I，Zl1r　von　Russ1and．18③1

－1825）の干渉により救われたが（1814）、連

合講国は革命やナポレオンを想起させるような

憲法の存続を許さず、㌔サポレオン憲法を廃棄し

たスイスにとσ、こうした国内対立にあつセ新

憲法を制定することが急務であづた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　注・2・
　わたくしがこ．こでとりあげた「純真者に訴え

る」は、このような歴史的状況にあつて1813年

より1815年まで執筆され・そ申内容も新憲法間

題を申心とする時伏杜会への批判につらぬかれ

ている。1

1しかしこの著作には、憲法論や政治論より・も

むしろ道徳論と教育論が説かれている。しガ・も

ペスタロツチは・トロツパの精神状況を：．r然一り

か否か」や丁探究」“Me1ne　Nachf6rschむngen

uber　d－en　G卿gすer　Natur　in．den　Ent耐五c蜘u－

ng　des　Menschengesch1echts．，1（11798）に示さ

れた叙述様式にも似て、．やや匿史的に考察して

いる。すなわちヨーロヅくや祖国の現実を．「堕
　　注3
落」i“das　Vq・de・ben，，とし’て把握するペス外ロ

ツチは（W．S385）、その源泉を「膜は国家な

り」二‘μetaトC∫6St　m6i一！，づ一といいζ一一申偉封建

暫　夫’

秩序を破壊して絶対専拍庸圭め産た君臨レヨ1

一“シパに専制政浴をもたらしたワーランメのノレ

イ14世・（Louis　XW■643二17お）一に余あ一セい宕。

ペスタ“ツチによれぱ、lFそめ結果は革余に先

行する．ヨーロツパ話国民に遣徳的ぐ公良的弛纏

を沓たらし」、I同時に菌家白体もま大衰弱しぐ・・

以後それに耐えかねたrサジ又キ土ロツ・トあ国

民　　僕1」‘‘d．e　sanscu1ott1sche　Vo1kse：mpoIung，，

その結果としての「野蛮政治」“Reg1erungsba－

fba1。への移行、国家堕落g衰嵩潮時たおけ客

ボナパルトの興薩とその没落、一1「1隠癌主義」一’

“Mode・antismus”の復活、・と、r連の政治的事
　　　　　　　　注4件が辞ぎ1しかも叫ろな不筆定咋代の底

に共適した病菌が存するのセあ和、

　それはペスタロジ才にとり人間め．内面町精

神岬輝であ之こと．亭いう事叫帥？注禁るほ

どか杵は興国スイスの新憲法御1牢を1託にして・

スイスの歴卑、とくにか柞の祖国ノブェンブノレ

ヒ（Neuenbu・g）．の歴史に・そ、くして、傾人の自

由と権利の尊重という政治論をのべてはいるが、

たとえばかれの丁わが祖国よ！」・“鵬ine　Vate－

rlan・d！”一ということばをとひあげてみても、．たん

にスイス蓮邦やノイエンカレヒのぴとびとに伝

統的精神への復帰を呼びかけているのではなく、

苧！ドイツを李祖国と呼び1さら咋国家の限

界を越えて＝ヨー甲ツ．パ年かれの陣畔かけは拡大

されてヘレか峠の外．．r碑臥精神
的・公民的r耽ん牟．ヨー甲！パ・の救蹄停・致育・

人間性の陶冶、人間の陶冶によらなければ不可

能である」〈V皿1S．394）と・いうこ＝とばからも、

地域的な拡大とともに普遍的人間の内面性へと

主題が深まつていることぼ・あきらかである。あ

るいはそれをベスタロツチたお払ては時代と祖

掴の特殊な簡題が時塞を越えた人類兵通の問題

として発畢し・逆1午抽象的芦遍的苧恵想が具体

化され歴史化されてい季ξいつ七よかろう・だ

からこそ当岡の祀二国の政治商畔甲，し・ヨー口

’シパの精神状況の歴史阜勺考察を締・準治論の

究極に人間性の卿倉を求均たgであ、る一。そこに

われわれは、かのブイヒテ（J．G　F1chte－1762

T1814）がナポレオン軍の．ド．イ．ヅ侵入に対し、

敗戦ドイツの国民に風国愛を奮起させようとし
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た「ドイッ国民に皆ぐ」“Reden　an　die　deuts．

che　Nati㎝・（1芦08）において、ドイツ民族の

伝統のなかに人類永遠の理想を求めたのと共通

した響き．を感じることができる・したがつてわ

たくしは・ぺ六タロツチの祖国スイスの歴史や

事状についての詳紳な考察はさけ・下きるだけ

普遍的な論述を軸として分析すべきであろうg

シ・千プランガーがここでは時代に制約された内

容より．も「概念機構」“B・g・iff§apPa・・t”が重要

であると説く、ように・わたく一レも本諭文におい
　　　　　　　　　注7
下俸主要な概傘を中心に論じる．亨とにしたい・・

　注1．本論文のテキストは、．．H．恥sta工oそ・is　g㈱伽・1一

　　　　肌elte　Wアerke　i皿10・Bd・・，．he醐g・w1づ・Bos，

　　　　sh・・t・且Dqiu皿glI・・K・・岬t・n1・H・弓t昨

　　　　tb・・h肌（1944－194ブ）‘による。一

一‘注’2．’歴吏的背景の叙述は次の書碗による。

　　　　A．Heuba11肌，hJ．HeinL　P帥帆1ozz…．，，（192

　　　　3）鼠29昌．’ソヤノレノレ・ジリヤPノレ著「スイメ

　　　　史」（江口清訳）白永杜今来陸郎編「中欧

　　　　吏」（スイス編）山川出版杜・

　．注・3．ベスタ白ツチの初期の作晶「隠者の夕暮」

　　　　（1780）や、rリー一ソハノレトとゲノレトノレート」

　　　　（1781－1787）では叙述が平面的で、時間的な

　　　　展開はみられないが、「然g苧否か」にいた

　　　　って歴史的・発生的挙考察がなされている。

　　　　このような思惟方法をデレカートは従来の

　　　　r静的、固定的概念から無隈に動的な歴吏的

　　　　思惟への移行」と呼ぴ、ここに「弁神論の解

　　　　決策としての歴吏主議」“aer　His七〇ri舳ms

　　　　刎s　Versuch　zur　Losung－d．er　T｝｛eod．izee，，

　　　　がみられるという。　’

　　　　且De工ekat，“J．H．Pes帆正ozzi，，（1928）．S．

　　　　180．’

　注4．ベスタロツチの「隠健主義」とは、ナポレオ

　　　　ソ没落後の復古的な「正統主義」を意味する

　　　　ものであ亭。それに対←てかれは「われわれ

　　　　はいま二や学しげな隠健主義の出現により・過

　　　　琴のサソスキュロツト的・君主的畢力のあら

　　　　われる直前の国家衰弱へと急速に進んセい

　　　　る」（W．S．223．）とのべ、隠健主義のもつ欺

　　　備性を暴露している。

　注5．オ．イバウムは、「それは深く国家社会の本質

　　　　にある。それは人聞自身の本質にある」一“sic

　　　　1i・gtimW6船・d・・M・酬・h・ns・1bst，，と

　　　　いう。

注6．

注．7．

A．．Heπbaηn1；．a．a、αS．500．

W・Fli軌・r；，‘‘P・舳…isN・ti・n：岬d汎g・gi－

k・ll　Ei㍗A帥1y船d・er　Sc年rifゲ“An　d・ie　U一

．卿hu1d，d㎝EmStunad・n皿d・工・リ・t肌・一

ilnes　Zei帆1ters　und－mei皿os　V汕erL卿d，es．，，

　（Aufslしtz　in“d．ie　E“iehung，，二12．J一

孔h・g汕＆H帥glJ・・i1937）S．397．

皿．Spr畑gcr；“Pe帥al（）zzi魯De：nkror肌en．，，

　（1946）　S㌧56．

　第二章　人間の二童性と家庭の意義

．ペスタロツ1チρ思想の根底に人間性（Mens・

chematu・）一の探究がなされているこξは、かれ

！）最初の代表作「隠者の夕暮」“Di・Abendstu－

nde　emes　E1ns1ed1e・s”（「夕暮」と略す）の冒

頭あ有名な、「玉座の止にあつても木の棄の屋

柾の蔭にあつてもたがいにひとしい人問、真の

人問というこの人間とはいつたいなにか」（V皿．

Sll、）．・ということばからも明白である。さらに

かれの哲学の書「探究」は最初「人間論」“M－

e主n　Buch此er　den・Mgnschen，，という表題が

つけられていたように、かれの人間学（Anth・一

〇po1ogie）の書でもあり二、H・バルトも指摘する

ように、ペスタロツチにおいては政治思想と教

育思想と人間学の三者は密接に緒合しているの

せある。そこで本著作においてもかれの入間観
　　　注1
をます考察する必要が奪ると考える。

　。ところでペスタロツチの人問性についての探

究は、すでに前半生の．「夕暮」、「リーンハルト

とゲノレトノレート」、「立法と嬰児殺し」、「然りか

否か」、「探究」など一連の作品を通じて徹底的

になされている。．いまそれを論じることはわた

く．しの主題ではないので、これをペスタロッ≠

の重要な思想展開として明断に分析したデレカ

ートにより、ペス之ロツチは人問性を「高き■自

然」“hohe　Natu・，，と「低き自然」“n1ed・・e　N－

atu・”とい．う二重構造において把握しているこ

とだけをのべておきたい。ここ二でとりあげてい
　　　　　　　　　　　注2
る「純真者に訴える」もまたこ二うした人間の二

重性を根底にして政治や教育が論じられている

のである。

　すなわち、ペスタロツチに・よれば人間は亥の
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二つの本性から発展する。「第一はあらゆる動

物と共通する感性的な面からであり、第二は地

上のあらゆる生物から。区別されるわれわれの本

性のより高い人間的本質からである」。（X皿．S．

197．）前者が感性的（sim1ich）であり動物的（t－

i・・i・ch）であるなら、後者は道徳的（sitt1i・h）

であり人間的（mensch11ch）であるということ

ができよう。したがつて両者は光の世界と闇の

世界のごとく本質的に異り、しかも人間の内面

で安易な共存をするのでなく、「糖神と肉体と

の抗争、人間的心と動物的心との抗争において

は、たえす一方が支配し他は眼従する」（V皿．邑

353）という厳しい敵対関廉にあるのでる。

　両者の本質的相違をさらに求めるなら、動物

的本性の根本的特質は感性的我欲（・・ml・・h・

Se1bstsucht）にあるというこ≒ができる・そこ

では1すべてが感性的欲望に支配され、それ以上

に自己を向上させるものはなにも望まれない。

強者は弱者を圧追し、富者は貧者をかえりみす、

逆に弱者や貧者は卑屈になり、こうした人問の

世界では杜会生活は退廃の一路をたどるのみで

ある。しかもペスタロツチは「感性的人間は、

自己わ感性的我欲の圏外にあるものはなにも尊

敬しない。・一・かれは神の商心のことがらをぜ

んぜん尊敬しない。なぜならそれは感性的我欲

の圏外にあり、またあらざるをえないからであ

る」（W．S．203）とのべ・感性的人間にはなに

よりも神への信仰の欠除していることを歎いて

いる。

　ここに人間の感性的欲望を制し、堕落した人

問を救済する道を求めることができる。その根

油は「人類を高める可能性は、人間性自体の奥

底に基礎づげられ、人間の夢想的追求や人問の

情欲の幻影を越えて、われわれのうちに神より

与えられた真理からでるのは当然である」（w．

S．398）ということばにも示されているように、

「高き自然」として神から授けられた真理（W－

ah・h・it）の感情であり、それは堕落以前の純粋

無邪気な感情として人間の奥底に内胚する。し

かしそれはあくまで可能性として存在するので

あり、それゆえ成長とともに感性に支配される

危瞼性もあり、かならすしも確実な発展をとげ

’哲　夫

るとぱかぎらない。このような人間の二重的自

然性が相争う岐路に．あつて必要なのは、人間性

の陶冶（Bi1d㎜9）であるという．ことができ一る。

しかもここで意味する陶冶とは人為的技術では

なく、r神と自然による人類最高の技術」（w．

S．206）である。神より附与された素質が二神

の技により旨然に陶冶されるのである。したが

つて人問にとり「人間性のうちにある神を奪敬

し、外的動物的感性を越えて内的本性を高める

ことが自己の唯一の価値」（W．S．199）であり、

ここに神に対する尊敬、神への信仰が必要とさ一

れる。

　このような観点から、ペスタロツチは1致育に

関しても「われわれの動物的自然の要求を精神

や心惜のより高い人間的意志に従わせることが、

人間致育（mensch1エcheElz1eh㎜g）の配慮と技

術の中心点であり、本質で．あり、．人間致育に必

要な第一の、、そして唯一のものである」（W．S．

212）とのべ、人間致育の本質を動物的我欲の

克眼においている。ではそれは現実にはどのよ

うにしてなされるのであろうか。

　人間性発展の出発点は人間の内面にあり、、ペ

スタロツチはそれを平静で無感情な植物に近c．・

ものとして嬰児の「聖なる安らぎ」“die　hei1ige

Ruhe”に求めている。「夕暮」や「探究」の思

想とひとしく、純樺で無邪気な安寧の境地に動

物的衝動と異る人間の本質的特性一を認め、それ

を子どもの道徳的、知的、身体的力の合自然的

発展の基底としているのである。しかしこのよ
　　　　　　　　　　　　　　注3
うな嬰児期の本性は、やがてそれとまつたく逆

の動物的欲望に支配される危瞼にあり、そこで

聖なる安らぎが動物力に圧迫されすに発展する

には「母の感化、母の配慮、母の技術⊥（W．S．

209）が必要とされ、家庭における母親の致育

的役割が重要となつてくる。母の愛情深い配慮

により嬰児には母に対する愛が芽生えてくる。

嬰児の母に対する愛とは、母に感謝し母をまつ

たく信頼することであり、その愛と信頼がやが

て持続的な完全なものへと発展していくのであ

る。それをペスタロッチは「人問的発展の塞礎、

あらゆる人間的力の生じる源泉は、無邪気と愛

と信頼（Unschu1d；Liebe　md　G1aube）であり、

一・一一63　一・・
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逆に動物的発展の基礎、あらゆる動物的本性の

源泉は、礁邪気や愛や信蟹と結びつきえない動

物的堕落の不信（M1sst・auen）である」（W　S．21

2）とのべ、愛と信頼の感情を人問性陶冶の最初

　に・して必要不可欠の条件としているのである。

　　そして、母の配慮（Muttersorge）によ・り自己

のうちに聖なる安ら一ぎを保持し、人間に対する

愛という至上の感情を喚起された子どもは、や

がて愛の本質にまで醇化されていく。「母に対

する愛からこの道（筆者注：「自然の遣」・Ga・

ngderNatu㌦のこと）において神に対する愛

が、母に対する信頼から神に対する信頼が、・単

純に愛ら・しく発展し、母の腕に抱かれた人問的

な安らぎが、子供のうちで神の腕に抱かれた天

上の安らぎへと高まつていく」。　（W．S217）

すなわち、子ど・もは母への愛と信頼という地上

における最も．自然な関係を墓礎として、永遠に

して完全な神への愛と信頼にまで高．まり、そこ

に人間の遺徳的力は確乎したものとなる。こう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注4して家庭におい、て富然の道に導かれた子ども

は、内面的に自己の向上を努めるとともに、．外

一的関係に対しては愛をもつて臨み、かくして

　「聖なる居間から世界へ、．世間の学校へと出て

いく」（W．S，219）のであ1る。ペスタロツチに
　　　　　　　　　　　　　　注5
よれば。子どもが動物的感性に支配される以前

に、居間における母親の致育により人間性の陶

冶がなされるべきであり、それを基礎としてか

れの致育思想や政治思想が展開されているので

ある。

　このように、人間の内奥に神より与えられた

高い素質があり、その陶冶、すなわち「人間を

人間らしくする技術」“die　Kunst，den　Mens－

chen㎜ensch工1ch　zu㎜achen，，もまた「人間性

巨身のうちに確乎として存在する」（V皿．S．227）

というと牽、ペスタロツチの致育思想において

神の存在は重要な意義を有するのである。そし

てまた宗致的愛は隣人愛へと拡大することによ

り倫理的性格をもち、それゆえ「純真者に訴え

る」・に対するフリットナーの「ペスタロツチの

亡倫理観は実体はキリスト致でありく形式は啓蒙

主義的である」ということばは適切な批評であ
　　　　　　注6
ると考えたい。このことをいρそう明確にする

ために、わたくしは次に人問本性の二重性が現

実ρ社会にどのようにあらわれて拾一り、、ペスタ

ロツチがそれをどのように．受けとめているかと

いう点に？いて考察を進めたい。

　注1．H．Barth，“Pe舳1ozzisPhi1osophied．eLP－

　　　outik。，，（1954）一S．24．

　注2．デレカートは自然概念を考察し、「自然」“凡

　　　汕1r。、「人間性」“Men帥hen，nat11rl，などと

　　　いうことばは宗教的意味をもつという。他

　　　面、「自然」はまた人間の卑イ谷な面をも意味

　　　するが、それとて宗教的な否定面にあらわれ

　　　てくるものであり、前者をデレカートは「高

　　　き自然」・後者を「低き自然」、と呼んでいる・

　　　F．DeIckat；“J．。H．Pestalozzi，，S．S．101～

　　　104．

注3．ペスタロツチは本書において、子どもの道徳

　　　的・宗教的陶冶（die　si舳cho1md「eligiose

　　　舳dτ・ng）・精神的・知的陶冶．（aie　geistige

　　　u皿d　i耐eu・ct1l・11e　B胴11ng）、およぴ身体的

　　　陶冶（die　physi舵he　B胴u皿g）の基礎が家

　　　庭教育にあると説き、母の配慮と技術が子ど

　　　もの心と頭と身体に与える影響について詳紬

　　　にのべている。　（珊、S．S．402－415）これは

　　　子どもの三つの力の調和的な合目然的陶冶、

　　　その根源としての単純で無邪気な感情、最初

　　　の教育者としての母親の役割、というかれの

　　　基礎教授法g理念を示すものである。ここか

　　　ら、のちに論じるようにかれの教育恩想のも

　　　つ杜会的意義を理解することができる。

注4．このような家庭教育観は、初期の「夕暮」で

　　　はまだ十分のべつくされていない。こ才しが徹

　　　底されるのは「ゲルトノレ・一トはいかにしてそ

　　　の子を教えるか」“Wie（壬ertrud　ihre　Kind－

　　　er1ehrt？，（1801）においてであり、その第13

　　　信に示された道徳教育・宗教教育の恩想は、

　　　本書の思想と同一である。（X．SS．293－304）

注5．このように自己自身のうちに中核があり、家

　　　庭において基礎陶冶がなされたのち世間に出

　　　ていくという思想は、シュプラソガーが「生

　　　活圏の理論」“die　Theorie　aer　Lebe1ユskreis，，

　　　と名づけた「夕暮」の思想に近いものである。

　　　且　Spmngcr；“止est～エヱozzis　De皿k汽）m1en．，，S

　　　S．34－39．

注6．W・F工itner；叩estaIozz叔N誠ion孔1p宣dagog㌔

　　　k、，，S．400．
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　第＝章　ペスタロツチの杜会観

　前章で人間を二重構造的に把握したペスタロ

ツチは、感性的・動物的人間を発展させ、杜会

における「大衆（Masse）や民衆の群（Vo！k－

shaufen）、およびかれらの要求それ自身のため

に設けられた施設や規則や陶冶手段」（W．S．20

0）をそれと同一硯し、　これらを「文明のこと

がら」‘‘SachederZivi1ization，，と呼んでい

る。人間の感性的要求をみたし、それにいつそ

うの刺激を与える杜会の組織や機構、職場†学

校は、人問性の陶冶に反し、人問の騎形化と杜

会の退廃をもたらすものであり、それをペスタ

ロツチは「文明の堕落」とみなすのである。こ

れに対し人問性を陶冶し感性を克眼し精神を高

めるような陶冶手段を「国民文化のことがら」

“Sache　dei　Volksku1tu・”と呼んでいる。　人問

性の陶冶は、母と子の関係に示されたように、

ほんらい、「顔から顔へ」一“von　Angesic与t　zu

Angesicht，，、「心から心へ」“von　Herz　zu　He－

rZ”となされるのであり、それゆえペスタロツ

チは「人問性への陶冶、すなわち人問陶冶、お

よびいつさいのその手段は、起源と本質におい

て永遠に個人のことがら（Sache　derエnd二vidu・

um）であり、個人の心情および精神と密接に結

びついている制度のことがらである」（W．S．2

01）という。文明により堕落した人間は人間の

本質を喪矢した大衆にすきす、このようなペス

タロツチの「大衆」概念は、「自己疎外」を毫）

つて大衆を定義する現代の杜会学上の概念にも

似たものを感じさせる。H。バルトは、ペスタ

ロツチにおける大衆を独立性（Se1batand1gke1t）

を喪失した人間と規定しており・した牟つて逆
　　　　　　　　　　　　　注1
に個人を規定して独立的精神をそなえた人間と

いうことができ一よう・これを「探究」にあら㍗

れた概念と対照するなら、そこでの「杜会状態」

“9esellschaftliches　Zustand，，は「文明」に近く、

それゆえ杜会状態における入問を大衆と呼ぶこ

とができ一、逆にr道徳状態」“sitt1iches　Zusta－

nd，、は「文化」に近く、道徳状態における人間

は個人としての存在である。
　　　　　　　　　　　注2
　さて、ペスタロツチは、文明と文化、大衆と

個人という関係を「集団的存在」“die　ko1lekti－

ve　Ex1stenz，，と「個体的存在」‘d1e・nd1wdue－

11eExistenz”という概念で説明している。す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注3
なわち、「人類の集団的存在は、ほんらい、動

物と共通なわれわれの力や素質を主として要求

し」、（W．S．314）他方「人類の佃体的存在は・・∴

われ、われの全面的な力や素質を要求し、とくに

人間以外の被造吻とは共有しない力や素質を一要

求する」（W．巳315）のである。ペスタ白ツチ

は、すでに前章でものべたように、堕落した文

明を克服した文化の高揚を理想とし、それによ

り個人の独立を基礎にした杜会を求めているの

である。

　ところでペスタロツチにとり現実は堕落した

文明の杜会であり、そこに生きる人問の大多数

は感阻的欲望にかりたてられた大衆にすきない

ということはいうまでもない。しばらくかれの

ことばに耳を傾けることにしたい。

　いまや、人問陶冶の出発点である家庭はぼん

らいの機能を失つてr感性尚で世俗的な母親の

居間」（V皿．S．231）となりはて、子どもの無邪

気な感晴は成長とともに動物心に犯されている。

「それは悲惨である。しかしさいわいにもそれ

は神より人類に与えられた居問の姿ではなく、・

衰弱した時代の姿であり、反自然的な上品ぶづ

た混乱した時代精神の姿である」。（W．S．231）

しかもそれは神聖な居問の掠奪（W・hn・tuben・

raube）のみならす、　さらには時代の宗致にも

および、宗致もまた文明堕落へと織りこまれて

いるのである。（W．S．234）このような時代の

傾向は、混乱の一途をたどつたヨーロツパの政

治過程をみればあきらかなように、時代精神

（Ze三tgeist）のあらわれであり、とくに堕落し

た政治のもたらす弊害は大きかつた。なるほど

杜会秩序を維持するためには政治的統制力が必

要であるけれとも、「文化なき文明の力は独立

や自由や正義や技術をかえりみす、人問を大衆

として暴力により統一する」。（W．S．291）それ

が絶対主義の政治であり、隠鰹主義の現状であ

る。そこでは民衆の力や国家の力は衰退し、国

家は必然的に解体へと陥る。ナポレオンが強力

な専制政治をはたしえたのはかれの剣の威力に
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よるのではない。「かれの精神力が人類の弱点

を抗しがたし）力でとらえた」のであり、かれの・

政治は「人間の極度に堕落した状態における人

間技術の最高の典型であつた」。（W　S．326）そ
　　　　　　　　　　　　　　　注5
れほどヨーロツパは弛緩していたのであり、ナ

ポレオンの漢落したのちの現在もいぜんとして

政治は集団的ことがらにとどまり、個人的状況

（Individu・11・g・）や個人的要求（工ndi▽idu・1b・一

dα・fmss）はまつたく無視されている。（V1．S

330）貴族にも、役人にも、職人にさえも存在

するのは自己の利益のみを遣求する「党派心」

“Esprit　du　corps”だけであり、「国民の個人的

向上という高い精神や、国民の一般的向上醇化

を可能にし確保するような支配様式に対するわ

が祖先の要求は、いまや消滅した」（V皿．S．369）

のである。

　このようなヨーロツパの現状から、ペスタロ

ツチは国民文化（Natmalku1tur）ないし民衆

陶冶（Vo1ksbi1du㎎）を必要とするにいたる。

かれは「探究」に奉いて、個人は国家に優先す

べきであると説き、（V皿．S．144）．国家の目的や

支配者の私利私欲の犠牲にされる国家宗致（St・

aats・eUgion）を排し、真の国民宗教（Natio蝸1一

・e1igion）を求めたように（V皿．S．237）個人の

人格形成を基礎とする国民文化の発展を望んで

いるのである。、このようなかれのねがいが薪憲

法制定を前にし、政治の領域でどのように位置

づけられているのか、攻にその点について考察

したい。

　注／．H．Barth；“PestalozzisPhi1o帥phiedGrp－

　　　　oIitik，，S、．85．

　注2．「純真着に訴える」が「探究」の思想を継承

　　　　発展させているということは、研究者のひと

　　　　しく認めるところである。たとえばそれを次

　　　　の書物にもみることができる。

　　　　A．Heηb汕m1；“J，HeinL　P蝸帆1ozzi”S300

　　　　F．D6Iekat；“J．H．Pest汎Il）zzi．，，S　249．

　　　　』う．Spranger；‘‘PestaIo〃is　Denkfor肌e凪・、l

　　　　S．57．

　注3人聞存在のこのような把握の方法は、ノレソー

　　　　の「エミ・一ノレ」（1762）にあらわれた思想と

　　　　類似している。ノレソーによれば、純粋の目然

　　　　性、自由と独立を保持した人間は「自然人」

注4．

注5．

“hOn1nLe肌t1l口し工，，と呼ばれ、杜会的制度・

慣習により自然性を失った人間は「社会人」

“hon1n1c　ci▽iI”と呼ばれる。　さらにノレソー

は自然人を自已自身のために生存する「整数

的単位」“πnit6m1m♂riqη・，，，「絶対的存在」

‘‘entier汎bsoh1，，と規定し、社会人を逆に分

母に支配された社会の部分としてか自已を感

じない「分数的単位」“帆it6fraCtiOm肌ire．，、

r相対的存在」‘・eXi帥帥Ce　r・1航i・e，，と規定

している。前者はベスタロツチの「個人」な

いし「個体的存在」に、後者は「大衆」ない

し「集団的存在」に対比されるであろう。

Oeuw蝸con1pユδtes　ae　J．J．Rou闘eau，皿d－

it　ion，J－1’肌chett・e，13　yo1s．／906一一・1910）．Enユ＿

i1e　r6。邦訳岩填文庫版第一編22頁・

デレカートはこのようなベスタロツチの思想

とテソニースの思想の類似性を認めて次のよ・

うにのべている。「テソニース（旺TOnnieS）

の『ゲマイソシヤフトとゲゼノレソヤフト』

‘’Gcn1einschaヂt1lnd。（｛eseusch．aft。，，　（19／2）

の対置は、ほんらいペスタロツチとまったく

無関係であるが、『個体的存在』と『集団的

存在』の復活にほかならない。テソニースに

もまた、かれの杜会学の概念様式の背後に、

こんにちの大都会の人間の真のゲマイソシャ

・フトヘの瞳慢がある」。（且・De1eklしt；a・a・

O．S253）
ペスタロツチは本書のなかでナポレオソにつ

いてかなり論じているが、かならずしもすべ

てを否定してはいない。たとえば「ボナパノレ

トは人類の集合的見解の個人的正義に対する

要求を不合理なほどにおしすすめつム、それ

が迷妄不正であることを数世紀来けっして比

をみないほど徹底的に暴露したのである。か

れボナパノレトの出現は必要であった。かれが

なした善（d鴻GUte）はあたらしい。かれの

なした悪（d蝸Bose）はその本質において

けつしてあたらしくない一（W．S．329）との

べ二かれ以前からすでにあつた政治的腐敗を

かれが暴露したこと．にむしろ感謝している。

．ペスタロ～チはナポレオソの出現をいわば

　「必要の署悪」“cin　mtwe蝸gesむbel，，と

して把握し、そこに積極的な意義を求めてい

るのである。

一・66一



’大　久

　　第酋童　政治の役割とその限界

　理性1に人間の本質を認め、理性の発展による

人問と杜会に無隈の進歩を信じた近代合理主義

においては、国家もまた人問理性の所産として

合理的に構威された人為的機構とみなされるの

がつねであつた。そこでは、国家ぼ理性の実現

されたものとして人格的主体としての価値が附

与されていた。それは「国家は人工的人間であ

り、主権は国家における人工の魂である」との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1
べるホッブズにはじまり、近世をつらぬく国家

理性（St脇tsrason）のイデオロギーとなつたの

である。，しか’しルソーが銑く批判したように、

現実の国家と善は一致するものではなく、むし

ろ背反対立の様相を示すのが現状であつた。ペ

スタロッチもまナこ1国家機構をぼんらい中立的な

ものとして把握し、しかも人問性が相異る二重

性の矛盾をうちにはらんでいるように、「統一

的国家も自已のうちにか」る矛盾の蘭芽を有し

ている」（V皿．S．296）とのべているoしたがつ

て国家は善にも悪にもなりうる存在であり、か

れの政治批判と政治へのオプテイミズムはここ

に由来するのである。ではかれにとつて政治と

はどのようなものであるのか。

　いまペスタロッチにしたがつてかりに人類の

杜会的結含以前の状態を考えるなら、そこでは

人間は動物的自由と動物的力のみで生活してお

り、「人権」“M・nsche丘recht”はまだ間題とさ

れていない。人間が杜会的統一に入つたのは、

このような自然状態の改善　　土地の耕作（K

u1tur）と自己自身の教fヒ（Ku1tu・）　　を目的

としたからであグそれゆえ人間は自己自身に

一関しては神より与えられた人間個有の本性の向

上に、また杜会的政治的には「人間の権利のよ

り高い基礎づけ」（V皿．S．302）に努めなければ

放らない。ペスタロツチは国家の主権（Souve・

・anitat）について、それはほんらい　「人間性

が杜会的中心点を要求した結果」（W．S．302）

であり、支配者といえども主権の理念に背いて

個人の権利を無視することは許されないとい

う。杜会は「文化」を目的としで威立したので

あり、主権は．「正義と技術により、独立と自由

保一哲　夫

をもつ個人としての人間を統一する」、（W．S．2

91）いわゆる文化の力でなければならない。主

権が文化を目的と．するかぎり、それはr個人の

ことがら」であり、「顔から顔へ」、．r心から心

へ」ξいう支配者と被支配者の人格的関係とな

り、このようにして主権に倫理的性格が要求さ

れるので夢る。
　　　　　　注2
　したがつてペスタロツチの政治論においては、

政治形態よりも政冶道徳が重要視される。霜主

制であろうと共和制であろうと、人問性の奪

重・人権の尊重を欠くならば、それは堕落した

文明の政治として強く否定されるのである。し

かもかれが真に求めているものは、支配者と被

支配者が人格的に結合した秩序の世界である。

そρ秩序の根底は、「玉座の迷妄と国民ρ迷妄

ρ両者に対し、それを防ぐのは神の秩序（Got－

tesOrdnu㎎）である」（W　S305）ということ

ばにみられるように、「神の秩序」にあり、究

極的にはそれにより杜会の秩序は維持されるの

である。かれの人問観の根底が宗教的であつた

ように、政治観の根底もまた宗教的である。す

なわちく間と国家は根本において神によりささ

えられているのである。

　しかしそれが「夕暮」の親心（▽ate・S1m）と

子心（K・nde・smn）というたんなる心情的関係

ではなく、支配者と被支配者の両者に権利義務

が規定されているのは、歴史の発展やかれの思

想の展開を示すものとして注目されよう。

　すなわちかれは、主権者に対してはその権限

の絶対性・神聖性を認め、民衆はそれに従うべ

き義務のあることを次のように説いている。

「杜会という概念は、なによりも全体の力牽確

実に基礎づけることを要求し、個人や個人の団

体的緒合の矛盾や反対から独立し、合法的に構　　　　。

威された権力を要求する」。（W．S．305）「首長

が自己の権利を強力に行使するのを妨げること

ができ、また妨げるようにする杜会が滅亡する

のは、杜会が無法な要求をしたからである」。

（V皿．S．305）したがつて主権は古来諸民族によ

り「神々しい権力（9c舳che　Macht）として認

められており」、　しかもそのうえ宗教的諸国民

には「人間的な弱さや情欲を一越え高められた力」
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として奪敬されてきたのである。（W．S．303）

　他方主権を有する支配者もまた民衆に対して

義務を課せられていることは、主権の威立事瀞

を考えれば明白である。主権は、人間の感性的

欲望を制隈し秩序を維持するための杜会的要求

から生じたものであり、それゆえ「地上における

人類の永遠にして神聖なすべての権利の保護」

（W．S．303）を義務とするものである。なるほ

ど主権は神聖にして絶対的な存在であるが、個

体的存在としての個人、すなわち個人の自由と

独立の権利を奪重するかきり主権に存在価値が

与えられ、個人を犠牲にすることは主権といえ

ども許されない。けだし、「神と隣人に対し、自己

のうちにある真理と愛に感動し七、神の前、隣人

の前、賞己自身の前に立つている個人こそ、人

間性の真の醇化とその醇化を覚醒する真の国民

文化の唯一の基礎である」（W．S．316）から。

　このように個人の奪重と国民文化の発展を求

める思想は、具体的な政治の場において弐のよ

うにあらわれる。すなわちペスタロツチは、軍

事・警察・司法・財政は国家の権力機構α）範囲

のもとにあつても、「教会・学校・救貧の事務

は人類の集団的要求からほとんど独立した個人

のことがらや家庭生活のことがら」（W．S．317）

としてとり扱われるべきであるという。たとえ

ば、学校はたんに文明的知識の檸敏的記億や文

明的技術の肉体的訓練の場ではなく、「われわ

れの人間性を全素質にわたつて調和的に要求

し、．諸力を家庭生活という聖地やその神的な意

味と一致させつろ展開させる」（V皿．S．318）こと

を胃的とする。このように学校が人間性陶冶と

国民文化形威の場であるかぎり、学校は家庭と

おなじ役割をはたすのであり、それゆえ国家権
　　　　　　　　　　　　　注3
力による支配の外に置かれなければならない。

　なおそれに関連して、ナポレオンが時代杜会

に教えた「子どもは両親に属さ．ない。かれぼ国

家に属する」（W．S．331）という教育上の根本

命題に対し、ペス“タロツチは、「ありがたいこ

とに子ど．もはなおわれわれに属、している。かれ

らはわれわれを通して　　他の誰を通してでも

なく　祖国に、国家に属する」（W．＄331）

と仮駁しており、ここに個人対国家の関係を．知

ることができる。これまでしばしばのべてきた

ように、かれは個人奪重の立場にあり、教育も

また個人のことがら、個人の諸力の陶冶による

独立的人間像の形成を目的とするものである。

このように陶冶され牟個人を基礎としてはじめ

て国民文化の発展は可能とされ、政治がそれに

不当な干渉をすることは許されない・ペスタロ

ツチが求め、教授法の研究に専念していた教育

は、国家の目的や支配者の要求に合致した国家

教育（Staatse・ziehu㎎）ではなく、国民のすべ

てに幸福と繁栄をもたらす国民教育（NationaL

e．ziehmg）であり、民衆教育．（V0工kserziehun9）

であつた。かれの政治対教育の関係は、支配服

従の関係でもなければ丙者がまつたく分離して

いるのでもなく、むしろかれは政治が教育に奉

仕することを要求しているとみなすべきであろ

う・フリツトナーも指挿するキ㌻、かれは国

家を国民のための奉仕機関とみなしているので

ある。

　ペスタロツチは、プラトンの国家説同様国家

の力を国家を構成する国民のエトスにおいてみ

ているが、プラトニ・が甲家を善のイデア実現の

ための教育機関とし、個人の生活を国家に統一

したのに比して、ペスタロツチは国家を個人の

結合体とし、個人の独立のうえに国家の独立が・．

個人の文化のうえに国家の発展があると考える。

このような基本的観点に立つてかれは国民丈化

に対する政治の役割を論じているのである。

　さて、ペスタロツチは支配者と被支配者の権

利葬務を明確に規定したのち・それを永続的に

緯帯するために立法を必要として叡り・法律を

無視して倫理的関係を説いているのではない。

かれはそれを「国家の成員、すなわち公民は恩

恵（Gnade）によるのではなく、自己の権利

（Re・ht）とそれをささえる法律（Gesetz）に

よつて生存すべきである」　（V皿．S．304）とのべ

ている。新憲法間題に対する発言ということを

除いても、青年のころから法律に関心を抱いて

いたペスタロッチにとつて、このことばは当然

である。しかも法律は彊制手段ではなく、倫理

的性格．を有するものであつた。「純真者に訴え

る」、二．のことばを用いるなら、国民丈化の向上を
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巨的としなければならない。しかし他方、・「リ

ーンハルトとゲルトルート」でも法律に対する

過信に終らす、民衆の永遠の救済を宗教に求め

先ように、「人間性を満足させる道徳の内的な

衰弱は、立法や制度の叡知によつてはけつして

完全には止揚されない」（W・早297）とのべ、

深く人間陶冶にまで立ち入ることのできない法

の限界を示している。それを越えて人間性を陶

冶しうるるものが教育にほかならないのである

が、その点についてはのちに詳しくふれるであ

ろう。

　むしろここでは、一人間諸力の陶冶が「覚醒さ

れ活気づけられた国民性により内的に確実にさ

れ、それと二致した立法により外的に確実にさ

れる」　（W．S．422）という1：とばにみられるよ

うに、法律は目的そのものではなく外的な一つ

の手段であること、および、法律は高い国民性、

と一致しなければならないという点に注目した

い。ペスタロッチはまた「立法や行政が国民文

化と一致して進み、国民文化とともに、そして

また国民文化を通じて発展してくるいつそう高

貴な権利観から生じるばあい」その役割を全う

しうるといい、（V皿．S．309）立法は国民文化を

基礎としそれと一一致すべきであると説いてい

る。これらのことばのなかに、かれがナポレオ

ンの支配から解放されふたたび自由を与えられ

たスイスのために、なに1よりも国民文化の向上

を求めていることが如実に示されている。ごこ

でわたくしは必然的に国民教育実現の道を解明

せざるをえないのであるが、そのまえにかれが

立法の根拠としその理想と仰ぐ国民性や国民丈

化とは具体的になにを意味するのか、という点

について若干の考察をしておきたい。

　ペスタロツチはそれをスイ、スの伝統的な公共

心（G陣e｛nsim）や、租都ノイェンブノレヒにみ

られた「ヨ三侯のもとに膏由な、王侯に正しく支

配された公民の高い公民心（Burgers1m）」（V皿．

S．451）という語で表現しているが、　このよう

な精神は、フイヒテがドイツ民族の優秀なるを

説いたばあいとは異り、さらに古くは、中世の

高貴な「騎士的精神、騎土的名誉」・R・tt・・s1m

岬d　Rittereh・e”1、（W．S．451）∵「ハンザ同盟都

哲　夫

市」（帆S1417）、イギリスの「人身保護令」

（W．S．418）にも同じ性格をみている。それら

に共通することは、相互に自由と権利を奪重し、

信頼しあい、協調して共同体の繁栄に努めるこ

とであり・いわば共同体g道徳的基礎をなす精

神である◎’ペスタロツチのこのようなスイスの
　　　　注5
伝統的精神への憧僚は、青年時代の「スイス協

会」“die　he1vetische　Gese11schaft，，の活動にす

でにみられ、終生変らざるところである。こう

してかれの理想は狭い共同体における心情の1二

とがらとなり、隣人愛と祖国愛に終るのである。

支配者には究極において民衆への愛が要求され

（W．S．371）上層階級と下暦階級の心情的調和

が国家の秩序を保持することになるのである。

ここにかれの理想主義の・もつ歴史的限界を指摘

す之ことができる。・

　注1．ホツブズ薯「リヴアイアサソ」H（水困洋

　　　訳、岩波文庫）57頁

　征2高坂正顕薯「歴吏的世界」269頁

　注3．デレカートは・教会と学校と救貧施撃を・「拡

　　　大された家族社会の理念」（「dee　der　erWei一

　　　、｛ern　Fam呈1ie工〕9eエ肚einSChart）のもとにある

　　　かぎり人間性の陶冶をなしうるものであ・ると

　　　　し、家族社会が人間の共同体の基礎であるこ

　　　とを指摘している。

　　　F．De工ekat；‘‘J．H．Pestaユo脳i，，S．S253－

　　　254．

注4．W・皿1itner；“P・st・工・）・・isN・ti㎝肌1碑a・g・貞i－

　　　k．”　S．410．

注5．フリツトナーは、「本薯作の問題は国家の隈

　　　界づけではなく、共同体の内部形式とその道

　　　徳的、人間的基礎づけのみにある」という、

　　　W．皿1it1ner；乱．a．O．S397．

〔補説〕上にのべたようなスイスの伝統的精神復活

　　　に関し、ペスタロツチはその担い手としての

　　　沖産階級（MitteMana）を理想としている。

　　　なぜなら遇去のスイスの諸都市では、中産階

　　　級がその申核となつて共同体の繁栄に努めて

　　　おり、そこでカ・れはrわれわれは似合いもし

　　　ない貴族感情を1まずすてて、われわれの古い

　　　共同体やその基礎をなす中産階級に対する尊

　　　敬へと高まらなけれぱならない」（W．S．279）

　　　という。また中産階級は国民の意志を代表す

　　　るものであるとして、「玉座と国王の意志へ
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ている程度に応じる」（W．S．417）のであり、

国民丈化全般の水準が個々の家庭におよぼす影

響は大きい。そのかぎりでは「探究」のあの

「環境が人間を作る」という思想があらわれて

いる。しかしわれわれが同時に想起すべきは、

それに続く「人問が環境を作る」ということば

である。　（V皿．S．106）かれの基礎教授法の研究

　　　注3
や学園の創設はあたらしい環境創造の努力を示

すものであり、また「純真者に訴える」という

題名からしても、本著作も、祖国やヨーロツ

パめ高潔な心をもち、共通の目的に向つて協力

するひとびとへの呼びかけである。かれはその

ことをます、「それについての確信が国民の最

も高潔なひとびとに抱かれなければならない」

（V皿．a442）とのべ、さらに、「叡知と徳め個

々の行為が叡知と徳の公共力（Gemeink・aft）に

作用する」（W．S．443）とのべて、高潔なひと

びとの努力がやがて国民の力を覚醒することを

期待している。かれは人類と祖国に自己を犠牲

にするそのような偉大な行為を、「現世および

後世の奪敬と崇拝をうけるようになる」（W．S．

443）と讃美しているのである。

　このようにしてペスタロツチは、民衆救済・

杜会改善の主体を最後には支配者に期待する緒

果になつている。かれの政治論は現実の批判か

ら出発しながら、政治にいつそう高い理念を与

えることにより、いつたん否定した現実を目的

実現可能なものとして肯定し、それに期待をよ

せるという不徹底な理論に終つている。現実の

政治体制を破壌してよりよいものを作るのでな

く、支配者の善意によりこと足れりとするかれ

の思惟様式を、われわれはかれのもつ理想主義

的傾向ということができよう。しかしそれには

また玖のような時代的制約がある。

一かれは本著作執筆中の1814年にロシァ皇帝ア

レキサンダー1世から謁を賜わり、そのさい皇

帝によき国民教育と農奴解放の必要を説いてお

り、またプロシァ王ヴイルヘルム三世（冊edL

icb　W11he1㎜皿，Kon1g▽on　Preussen　1797－

1840）を訪れて、国民教育に対する王の熱意に

感謝の意を捧げている。当時はまさにウイーン
　　　　　　　　　　注4
会議の最中であり、かれはこの著作において

哲　夫

も、「国王たちを中心とするヨーロツパは高ま

るであろう」（V皿．S．450）とのべて、病めるヨ

ーロツパの救済をます王侯たちに期時したので

ある。このように、絶対専制君主を鋭く批判し

ながらふたたび王侯の善意に依存しようとする

かれの政治思想を、わたくしはかれのもつ歴史

的隈界とみなしたい。

　しかしこれを国民教育という側両より考察す

るならば、当時ヨーロツパの各国において国民

の普通教育に対する関心はしだいに高まりつつ

あり、ペスタロツチの教育思想はこのような睡

史的状況のなかで位置づけられ、そこではたし

た役割は十分評価されてよい。かれはたんに王

侯の善意だけに期待をよせたのではなく、政府

の役人や実践家たちがかれの初等教育思想を具

体的に組織し、実践する・ことを望んだのである。

そしてわれわれはかれの学園がヨーロツパに名

声を高ぐし、各国から多くのひとびとがそこを

訪れて学び、かれの基礎教育がヨーp・ツパをは

じめ世界に拡まつたことを忘れてはならない。

わたくしはかれの思想と実践の究極目的が国民

教育の実現にあつたことをここにあらためて確

認し、この小論を終りたい。

　注1．デレカートは、ペスタロツチの意味する国家

　　　は拡大された家族社会であり、家庭から国民

　　　の精神的身体的力が生じることを指摘し、ペ

　　　スタロヅチの思想はルターが強調した「真の

　　　家庭のあるところに神の王国がある」という

　　　思想に終つているとのべている。

　　　’F．De工ek汕；‘．J．H．一P蝸帆工ozzi，，S．254．

・注2．「白鳥の歌」“SchV肌n㎝ge孔口g．，（1825）の有

　　　名な「生活が陶冶する」“D蝸Lebe口七i1aet，，

　　　　（X．S．313）も同じ発想法である。　「生活」

　　　そのものが陶冶的であるというわけでは一な

　　　く、ペスタロヅチは陶冶的な生活を必要とし

　　　ていることはいう事でもない。

注3・ホイバウムは本薯作にお■て・「探究一にみら

　　　れた「個人的・社会的陶冶」“工ndi∀舳al－

　　　una　Sozi汕bi1anng，，の相互作用をみている。

　　　A　．正工euba11n1；“J，Hei口r．I〉e飢挑Iozzi，S．303

注4．ドウ・ガソ薯「ペスタロツチ伝」（新堀通也

　　　訳）376－378頁

　　　　　　　　　　（昭和35年11月15目受理）．’
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